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論文の内容の要旨
(目的)
腹部大動脈癌の術前・術後評価方法として非造影Magnetic Resonance lmaging (孔11<1)に着自し、
Balanced Turbo-Field Echo (BTFE) i去を用いた非造影rv1RIが、術前評価法として造影computedtomography (CT) 
の代替検査となり得るか、大動脈ステントグラフト (endovascularaneurysm repair -EVAR)術後のエンドリー




実施された。対象は 20名の EVARが考慮される患者である。全例に BTFE法を郎、た非造影四iおよび造















であったo I¥収I、CTいずれにでも合計40本の主腎動脈を同定可能であった。 13本のaccessoryrenal artery 
のうち、 hαIにおいて観察者Aは4本 (31%)、観察者Bでは 9本 (69%)が伺定可能であった。一方、
CTでは観察者A、Bともに 1本 (85%)のaccessoryrenal arteryを同定可能であった。 2名の観察者は加1RI
およびCTで、同じ 7名の患者を EVARの適応があると判断した。これらの患者を対象とする 7本の主ステ
ントグラフトの選択においては、観察者Aでは 7本の動脈径全てと 5本の動脈長、観察者Bでは 6本の動
脈径と 6本の動脈長で、九1RIとCT関での完全一致を認めた。


















平成 25年 1月 15日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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